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flj小学校の児悦20人カ 2月20IJ、制H弘淡をlWtL 

お年務リとのtしこを深めました. 4.q:から 6年ま

でのボランティア委以会的皆さんが、楽苦2誠事毒や

子品、寸1~ll などを披綜.会場1:1 A俗iや拍子であふ

れ、なごやかな雰1111'，，(カ‘f(l象的でした。

主
な
内
容

3月定例市議会から

快適で活力あるまちづくりを推進……・.2"-J5
家庭の健康は国保から………………....・H ・-……6・ア

移動図書館「やまひ.こJガやって来ます/………8・9

3fJの閉庁土曜日は、 10日{あ 2I Uh: rl ) 

と24日 清4.UIllII)です.

市民め動亙f2下IT百羽うるcT誌人rlll9.267人(ー証1/t!!帝政38，7Q6I-2J r刀司邑雨月比です.



で
活
力
あ
る

ま
ち
づ

の盤備を1ft進。

住みよいまちづくりぞ。

(21 広報うえだ2.3.1 

く
り
を
推
進

二
年
度
一

般
会
計
予
算
案
初
億
円

高
速
交
通
時
代
へ
の
対
応

-
上
信
越
自
動
車
道

平
成
問
年
間
泊
の
疎
開
・
佐
久
川

と
拠
地
・
制
収
削
て
は
、
会
総
に
わ

た
リ
に
市
か
怠
ピ
，
チ
t

平
成
九
年

間
泊
め
佐
久
・
川
民
地
川
に
つ
い
て
は
.

一
日
て
'
u
u
v
い
似
則
開
始
に
向
け
A
h

h
M
で
取
り
組
ん
で
い
与
ま
す

-
北
陸
新
脈
拍
輯

社
会
H
H
済
活
動
の
軍
妥
な
H
指
針
凪
て

あ
る
新
幹
総
。
回
仁
の
均
衡

あ
る
発
川
崎
と
池
山
械
の
前
代
化

に
大
与
〈

W
Uし
ょ
1

・

円
十

則
杭
ド
ド
山
川
け

C
、
処
世
仰
此

池
辺
耐
を
強
力
い
同
地
め
て
い

h
Uキ
4
F

ド
4

・。

-
上
回
・
篠
ノ
弁
バ
イ
パ
ス

£ゆ
s
U
叶は
H
C刀
J
h
b

1
3
1
・
J
'
t
u-
-

-
小
山
川
・
・
午
山
中
山山川
山
ト
川
内

決
定
へ
向
け
て
、
似
山
北
作
成

作
殺
に
入
ョ
て
い
よ
す
e
k

-
X
附
計
酬
し
あ
る
の
で
、
山
必

4 



その他
351意9，500万円

そのト?ゴき竺竺~
ー 一一 217億229万4千円

新しい時代にふさわしい都市基盤

安全で快適な生活環境を創造し、

や
か
に
併
設
道
小
で
怠
る
よ
う
努
力

し
ま
す
『

そ
の
ほ
か
.
上
回
イ
ン
タ
ー
の
ア

ク
セ
ス

(山
人
リ
}
道
路
と
な
る
凶

泊

一
附
附
サ
献
の
R
m
w
h
l一川
バ
イ

パ
ス
ニ
刷
工
区
の
也
訟
促
泌
を
泊
め

£
寸
.
ま
と
、
上
川
山
リ
サ
ー
チ
パ
ー

ク
削
沌
道
路
な
ど
の
市
追
い
』
つ
い
て

も
訂
向
的
に
然
備
を
災
地
w

-
駅
周
辺
地
区
の
再
開
発

ト
削
札
口
山
通
路
の
問
問
は
、
平
成

一総
・附
は
か
・
り

p.備
し
、

J

一
か
年
て
山
心

成
千
ん
%
引
き
続
h
c
市
川
広
場
.
駅

市
幹
線
道
路
の
取
定
化
に
勺
い
て

L.

国
・川
町
な
ど
へ
強
力
な
巡
動
を
展
開

北
け
広
場
の
再
開
先
に
つ
い
て
は
、

早
川則
に
市
法
化
で
怠
る
よ
う
努
力
し

て
い
さ
ま
す
.

-
中
央
二
丁
目
地
区
の
再
開
発

両
業
仙波
社側地
て
あ
る
中
心
商
白
仙

の
郎
市
機
能
の
光
尖
と
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
ド
絡
め
ま
す
・

-
土
地
区
画
聾
珊
幡
宮
'
鍍

ト
仙
泌
-M
A
泊
制
的
前
日
悩
‘
十
一
川
リ
サ

ー
チ
パ

1
ク
の
州
必
に
対
応
し
た
山

用
成
の
紗
州
拡
大

桃

ι、
秋
和
地

区
て
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
・
同
州

の
木
地
ば
で
は
、
平
成
二
年
佐
山
中
に

じ
が
府
予
合
川
町
し
ま
す
.

快
適
な
環
境
づ
く
り

-
公
共
下
氷
道
事
業

神
科
・
神
川
地
区
の
一
部
を
頃
総

区
成
拡
大
の
た
め
、
市
川
両
決
定
、
が

僻
柏
町
叫
J

吋
の
F
U附
き
を
進
め
ま
す
.
千

品
開
川
'
江
川町
の
市
部
処
剛叶.
M
れ
に
つ
い
て

au
、
け
い
州
決
定
に
向
け
維
巡
・
ま
た
.

全
地
域
を
対
象
と
し
た
排
水
処
殿
計

酬
を
作
る
た
め
‘
下
水
泌
マ

γ
プ
的

作
成
を
込
め
て
い

f
r・

-
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

.
の
冬
か
-h
.

ス
タ

ッ
ド
レ
ス

で
.
耐
払
は
制収
え
バ
イ
ク
」
な
ど
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を

ωげ
、
チ
ラ
シ
配
布
と

布
線
テ
レ
ビ
に

k
る
作
発
的
品
目
ピ

ン
抜
¥
一
憾
の
代
し
山
し
ゅ
総
を
災
地
・

・
河
川
の
潔
境
浄
化
な
ど

A
H
削
処
川
浄
化
州
川
の
段
慌
の
悦
治

と
維
持
管
理
に
万
全
を
則
し
ま
す
.

「
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
上
限
」
の
彼
溢

6

・
地
織
の
情
報
化

l
m
地
は
テ
レ
ト
ビ
ア
計
州
に

泊
A
f

て
.
テ
レ
コ
ム

・
ユ
1
.
k

川
ケ
ー
ブ
ル
ピ
ジ
E

ン
な
ど
と
辿

m.泌
総
帥

p
o
s
-ン
ス
テ
ム
の

抑
入
山
舗
の
紘
大
に
協
h
M
し
て
い

き
・
ぷ
寸
.

ま
た

.
k
m制
総
い
川

、
総
崎
明
〈

ん
』
を
利
則
し
‘
は
ぶ
っ
制
似
合

従
川
附
し
て
い
き
ま
す
・
C
A
T
V

な
ど
を
活
川
し
‘
行
政
の

『
川U
・さ

た
仙
朗
報
L

の
提
供
を
問
問
究
。

7 広緩うえだ2.3.

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
先
行
的

に
湾
入
し
、
高
度
情
報
都
市
を
目

指
し
ま
す

(昨
年
の
信
州
ニ

ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
祭
か
ら
)

[3] 



かなふれあいのある福祉のまちづくりをIl指します。

-
医
療
体
制
の
充
実

問
良
市
恥
心
制
批
か
凶
池
山
唱
の
山
中
似

哨
院
と
な
る
べ
く
附
係
出
向
附
へ
の

働
き
か
け
を
強
力
に
川
側
聞
し
て
い

会
ま
す
.

ま
た
.
m吋
子
保
健
.
成
人
保
舵

は
じ
め
れ
純
然
問
検
吟
、
予
防
級

品
開
な
ど
を
災
地
.

-
高
齢
化
対
策

ね
た
怠
り
之
入
、
山
川
ほ
う
作
主

人
め
約
期
保
持
市
撲
の
充
災
、
ん
か

耐
庭
訪
問
の
笑
施
一
状
況
に
応
し
た

デ
イ

・什

i
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
デ

ィ

・
オ
l
ム
中
世
曜
の
充
実
を
閃
リ

ま
す
.

ま
え
.
制
法
州
の
大
ホ

l
ル
そ

稲
川
し
、
年
間
で
き
る
ゲ

1
ト
ポ

ー
ル
別
の
人
仁
芝
を
川
以
前
。
h
H

川
船

ざした飽!ぷづくりをさらに進めます。

行内
r
酬
を
三
年
制
に
し
、
光
尖
を
凶

H
ソ
島
主
}
官
。

-
陣
由
官
事
情
繍
祉

陣
内
私
引
の
市
総
設
使

m料
減
免
制

伎
を
検
川
，
道
路
、
他
校
な
ど
へ
の

点
下
ブ
ロ
γ

ク
仙
刺
殺
や
行
人
l
h
H
勺
機

的
以
光
4
ぬ
め
ま
す
.

-
児
盆
帽
情
祉

山
肌
胤
川
地
阪
に
川
ん
抵
セ
ン
タ
ー
が

問
川
オ
ー
プ
ン
.

-
同
和
対
策

さ
ら
に
、

γ校
仰
向
刊
教
育
や
社
会
.

A
W
業
内
向
刺
激
古
川
を
抑
地
.
同
の
肘
刊

工業、観光と 4つのパラ

発展を目指し推進。

-
農
業
の
娠
興

倹
・
以
内
加
地
を
げ
似
し
、
農
地
の
引

効
利
川
と
効
山
小
的
な
治
則
を
附
り
ま

す
.
ま
た
.
成
地
の
流
動
化
と
農
作

業
の
受
A
K
託
を
進
め
、
中
被
的
陶
枕
撲

串引の

uww仙紙
川似
の
拡
火
を
推
進
.

則
前
問
、
化
、
3
を
小
心
に
同
地
化
合

間
り
.
十
白
川
池
山
成
主
制
鋭
的

ι泊

め
ま
す
・

-
aR察
集
落
排
水
率
*

下
期
地
区
に
純
き
、
仁
小

mm地
区

で
行

m
mぷ
に山引
か
完
了
す
る
予
定
‘

下
之
郷
地
以
で
も
一
部
下
水
道
肺

Hm

【4]7 

活気ある高庖衡づくりを温めます

帆叫
.1
巾
?
の
実
胞
と
処
畑
町
州
場
川
地
の

鮪
似
合
必
め
て
い
き
立
小
'
・

-
車
問
エ
療
の
掻
奥

叫
則
前
例
努
に
対
応
し
.
耐
絞
め

泊
代
化
.
に
訟
の
必
然
照
備
な
ど

小
小
金
業
の
行
成
強
化
を
輸
出
慨
的

に
汲
め
ま
す
・

近
代
的
な
都
市
出
闘
能
を
形
成
し

た
ま
九
づ
く
り
と
魅
力
あ
る
山
制

吋
〈
リ
を
般
地
.
市
街
地
内
開
発

小
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
と

一

体
と
な
リ
、
持
伯
父
あ
る
ま
ち
づ
く

り
に
担
苛
め
て
い
き
ま
す
・

-
工
業
の
緩
興

山
町
営
に
よ
る
よ
問
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
の
造
成
工
械
が
二
月
八

u.

47M
工
の
運
び
と
な
リ
ま
し
た
・
今

後
は
、
中
核
と
な
る
浅
間
技
術
セ

ン
タ
ー
の
健
設
、
企
業
な
ど
の
立

地
に
よ
り
、
研
究
開
発
剛
山
の
リ
ザ

ー
チ
パ

1
ク
の
摘
%
を
泊
め
て
い

怠
ま
す
二
十
ペ

ー
ジ
，
mm』

ポ
滋

mu仲
間
コ
釘
州
地
の
ニ
則

分
の
逃
成
も
、
早
期
に
治
乎
で
き

る
よ
う
い
っ
そ
う
労
力
し
ま
す
.

・
観
光

山
氏

mV4
い
の
鳴
で
あ
り
‘
相
叩

広緩うえだ2.3.



人間性豊

地域に根
情操豊かな人材育成の教育基盤の

整備。個性ある地域文化が根ざし

たまち…。 別
措
蹴
に
関
す
る
法
律
も
桟
り
ニ

年
余
と
な
り
、
時
間
さ
れ
た
事
業
の

完
成
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

-
婦
人
間
短

婦
人
問
題
市
民
の
つ
ど
い
な
ど

を
開
催
。
男
性
に
も
い

っ
そ
う
の

殿
解
と
協
力
を
求
め
る
と
と
も
に
、

女
性
自
身
の
泣
識
の
変
掠
・
を
求
め
て

い
く
啓
発
事
業
を
笑
地
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
男
女
共
同
社
会
の
笑
現

を
目
的
と
し
て
.
環
境
づ
く
リ
や
諸

条
件
肺
訴
備
に
闘
す
る
総
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

農業、商業、

ンスのとれた

をさ主かした虫学校教育を推進

-
学
校
教
育

西
拘
祖
国
、
別
所
小
M
T
絞
め
統
合
と

八
木
沢
、
八
舞
地
区
の
通
学
区
変
更

に
伴
、
っ
小
学
校
の
新
設
に
つ
い
て
は
、

関
係
者
や
地
係
者
の
ご
抑
制
郷
、
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
建
設
場
所
を
路
定

し
て
い
き
ま
す
。

一
中
の
移
転
改
築
に
つ
い
て
も
、

検
討
を
進
め
ま
す
。

川
西
小
学
校
校
舎
は
、
十
二
月
の

完
成
を
目
指
し
、

三
月
上
旬
着
工
の

予
定
で
す
。
焼
艇
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
り
三
階
建
て
で
約
三
千
平
方

μ
。
多
目
的
教
案
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

教
護
な
ど
も
配
置
し
、
教
育
地
訟
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

生
き
た
茶
話
が
学
べ
る
と
好
評
の

ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
笑
話
授
業
。
新

々
観
光
客
が
嶋
加
し
て
い
る
上
回
城

跡
公
問
。
庭
悶
献
血
備
、
七
つ
め
隅
や

ぐ
ら
と
多
門
ゃ
ぐ
、
句
の
復
元
な
ど
調

和
め
と
れ
た
公
闘
技
備
に
向
け
て
努

力
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
級
回
一
千
中
綿
等
間
辺
か
ら
飽

光
院
、
前
山
寺
周
辺
を
結
ぶ
遊
歩
道

の
耐
震
備
な
ど
を
進
め
ま
す
・

年
度
も
引
き
続
き
外
国
行
年
を
招
致

し
ま
す
。

-
文
化
財
の
保
穫

上
回
リ
サ
ー
チ
パ

ー
ク
建
設
予
定

M

-3
r
 

地
内
に
古
墳
公
闘
を
箆
備
。
他
国
回
線

古
淡
な
ど
一
帯
を
公
邸
化
し
、
恕
い

の
場
に
し
て
い
き
ま
す
。

史
跡
信
濃
国
分
寺
跡
の
用
地
先
行

取
得
事
業
を
五
か
年
計
画
で
笑
泊
。

約
九
千
五
百
平
方

μ
の
民
宥
地
を
只

収
し
、
選
梢
の
保
存
、
強
備
を
図
り

まザ，。昨
年
八
月
か
ら
十
月
ま
マ
無
休
で

開
館
し
て
き
た
博
物
館
、
山
本
鼎
記

念
館
。
新
年
度
も
引
き
続
き
笑
抑
し

ま
す
。

-
体
脊
の
振
興

室
内
プ

l
ル
「
ヘ
ル
ス
ピ
ー
チ
上

回
」
(
仮
称
)
の
建
設
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
社
会
体
育
館
を
引
き
続
き

建
設
、
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
場

に
し
ま
す
。

中
商
船
者
が
、
生
涯
に
わ
た
り

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
能
力
を
割
自
得

し
て
も
ら
う
た
め
、
六
十
歳
以
上

を
対
象
に
地
域
の
指
滋
者
を
養
成

し
て
い
き
ま
す
。

広報うえ定2.3.守(5] 



炉、

あ
る
日
、
突
然
、
私
た
ち
の
生
活

を
鶴
う
病
気
や
け
が
。
そ
ん
な
と
き
、

お
金
が
な
く
て
お
医
者
S
ん
に
か
か

れ
な
い
と
し
た
ら
大
変
で
す
e

国
民

健
康
保
険
制
度
は
、
そ
う
い
う
岨
場
合

に
備
え
て
、
加
入
信
が
臼
ご
ろ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
に
応
じ
て
、
れ
の
金

令
出
し
合
い
、
い
の
医
者

8
ん

μ
か
か

っ
た
と
会
の
医
療
貸
い
当
て
よ
う
と

い
う
、
相
互
扶
助
毎
日
的
と
し
た
制

度
で
す

-・ 1・.・~・・・・・『ー.

--‘~ 
-

~・‘'

一

・E・ror

国
保
か
ら

-
紹
介
し
ま
す
「
届
け
出
」
と
「給
付
」

わ
ガ
冒
の
医
療
保
険
制
度

わ
が

U
は
、
国
民
脇
田
保
険
制
て
、

向
民
は
必
ず
ど
れ
か
の
医
桜
保
険
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ニ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
.
ニ
め
医
副憶
保
険
制

度
は
、
大
§
〈
分
け
て
ニ
勺
の
制
度

か
ら
成
リ
立
司
て
い
ま
す
・

一
つ
は
、
会
社
な
ど

μ
勤
め
る
人

が
加
入
す
る
位
脱
保
険
や
公
務
UM
の

共
済
組
合
な
ど
の
『
騎
成
保
険
』
で

す
ら
・
ヲ
つ
は
.
よ
れ
ら
の
保
険

に
加
入
で
さ
な
い
人
を
対
象
に
し
た

「
池
波
保
険
L

で
、
由
民
健
牒
保
険

な
ど
が
こ
れ
で
す
・

被
保
険
者
と
は

職
媛
保
険
の
場
合
ぷ、

勤
め
て
い

る
本
人
が
彼
保
険
者
(
ま
た
は
総
合

H
H
)

で
‘
そ
の
家
族
は
彼
扶
養
老
で

b
'

・国
民
健
康
保
険
(
凶
保
)
の
場
合

は
、
間
保
に
加
入
し
て
い
る
人
・
す
べ

て
が
被
保
険
併
で
す
.
幽
楓
滅
保
険
に

加
入
し
て
い
る
入
、
生
稲
川
開
時
晴
を
受

け
て
い
る
人
以
外
は
、
み
ん
な
山
川怖

い」
加
入
し
な
け
札
ぱ
な
リ
ま
せ
ん
.

国
保
の
事
業
と
は

間
保
の
ル
払
は
、

w
hや
け
が
を

し
て
お
係
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
、

医
療
貨
の
負
"
を
す
る
ニ
と
で
す
.

け 出

届け出をしなければならない吻合 お持ちいただくもの

国
他の社会保険などをやめたと 8 印鋭・社会保険資格喪失t正明曾・

f呆 〈会社などをやめたとき〉 (国保の保険![)

転入してきたと 8 印鑑・(国保の保険証)方自
入 子供が生まれたとき 印鑑・国保の保険証

国
他の社会保険に加入したとき 印鑑・社会保険資絡取得鉦明書・

保 1
〈会社などへ勤めたとき〉 (本土保)と担保の保険鉦

σ3 
印鑑・国保の保険t正脱 l 転出するとき

選
死亡したと会 印鍵・留保の保険E正

F 一一ー
変 住所・世帯主・氏名などが変わ

印鑑 .112保の保険証
更 ったとき

~ 

そ
学生などで遠目署地用の保険11が 印鑑・留保の保険1正・在学(ま
必要なとき たは入自由など)I正明・

; |保険底的くしたり、汚したり
印鑑・免E午雌など本人である証明したとき

【617 

国保の届

)は、現在お持ちのかただけに骸当します.

広緩うえだ2.3.

(注)

そ
の
ほ
か
、
必
泌
が
あ
っ
た
と
舎
の

助
命
代
、
お
山
相
式
的
と
晶
じ
め
榔
斜
切

な
ど

duk
給
し
て
い
ま
す
.
よ
れ
・
り

子
、
保
険
給
付
』
と
い

い
、
山
仰
の

M
V
た
で
あ
る
と
と
も
に
、

山
川
悼
の
人

、一な
け
的
で
も
あ
り
法
す
.
定
ペ
ー

ジ
を
参
照

加
入
や
脱
退
な
ど
の
乎
続
き
は
制
僻

去
が
行
う
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
.
届
け
出
は
‘
泌
・
哨
叫
が
宛
抗
し

て
か
ら
ト
四
日
以
内
に
し
な
け
れ
ば

な
リ
ま
せ
ん
.
{
お
車
棋
を
轟
'
照
)

届
け
出
は
刊
日
以
内
に

同
保

へ
は
附
川
w
m
r
h
以
で
加
入
し



国保で受けられる給付

こんなとき 受けられる給付 条 件 な ど

養療
-病気やけがをしだとき。 かかつだ費用のア割を国保 国保を取扱っている病院 ・

-歯の治療を受けだとき。 が負担 診療所(医院〉へ保険証を提

の く退職被保険者本人は国保 示する。

給 負担8割、その被扶養者は

イ寸 国保負担ア劃(入院8割))

.1 :か月に57，000円以上の 57，000円を超えだ分につい 同じ人ガ同じ月内に、同じ

医療費を払つだとき。 て、申請によりあとで払い 病院に57，000円以よの自己

(入院・通院別〉 もどされます。 負担金を受払つだとき。

※ .1か月にTつの世帯で2人 合算して57，000円を超えた マつの世帯で、国保加入者
4 

以上ガそれぞれ30，000同 分について、申請により、 の2人以上の人ガ、同じ月内
1E吉=司2 以上の医療費を払つだと あとで払いもどされます。 にそれぞれ30，000円以上の

額
き。(入院・通院別〉 自己負担金を支払つだとき。

-過去12か月以内lこ57，000 4回目以降はTか月33，000 12か月以内に57，000円以上

療 円以上(合算でも〉の医療 円を超えだ分について、あ の自己負担金を4回以上支

養
費を4回以上吏払つ芝とき。 とで払いもどされます。 払つだとき。

-血友病、人工透析の必要 自己負担ガ1か月10，000円 国保の認定を受けて特定疾

費 な慢性胃炎で、高額の治 までとなります。 病療養受療証を受け取り、
療を長期間続けなければ 受診時にそれを保険証とい

ならないとき。 っしょに医療機関で提示。

-やむをえない理由で、保 かかっ疋費用について国保 実際にやむをえなかっだか
険証をもだずに治療を受 ガ審査し、決定しだ額のア どうか、国保で審査をしま
けだとき。 割があとで払いもどされま す。

※ -あんま ・ハリ・灸・マッ
す。く退職被保険者本人の場

保険医の同意書ガ必要です。
2 

サージの施術を受けだと
合は、決定しだ額の8割、

だだし、柔道整復師の施術

療 き。柔道整復師に施術を
その被扶養者はア割(入院

の場合は、不要です。
受けだとき。

8割〉ガ払いもどされます〉

養
-輔皿のだめの生血代やコ 保険医の証明書ガ必要です。

費 ルセット・ギブスなどの

の
補装具代など。

-基準看護を行っていない 保険医の指示があつだ場合

支 病院で、付き添い看護ガ のみ。事前に国保の承認を

必要になつだとき。 受けてください。
給

-重病人の入院、転院なとで
移送ガ!.ill¥要なとき(車代〉。

)) 

-子どもが生まれ疋とき。 回産費ガ支給されます。 マ分焼 130，000円

そ -被保険者ガ、亡くなられだ 葬祭費ガ、支給されます。 20，000円

の とき。

他 -子どもが生まれ、その子 育児手当ガ支給されます。 6，000円
を育て疋とさ。

注 1.I号額療養費の場合、市民税非課税世帯にあっては、57，000円を31，800円、
33，000円を22，2.00円、 30，000円を21，000円と読み替えてください。。

注 2 ※すと※2の支結申請には領収書もl必要ですので、お持ちください。

※
市
役
所

・
支
所
へ
の
申
請
に
は
、
保
険
証
、

認
め
印
、
口
座
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

国
保
で
給
付
を
受
け
る
こ
と

の
で
き
な

い
も
の
に

次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

正
常
分
娩、

美
容
整
形
、
歯
並
び
の
矯
正
、

何
の

症
状
も
な

い
の
に
受
け
る
検
査
や
健
康
診
断
な
ど
病

気
で
な

い
も
の
。
ま
た
、
ケ
ン
カ
や
酔
っ
て

ケ
ガ
を

し
た
り
、
犯
罪
行
為
に
よ
る
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
、
お

よ
び
労
災
の
適
用
が
あ
る
場
合
な
ど
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
・:
国
保
年
金
課

(
内
線
ー

3
6
2
・
i
3
6
3
)

国保で

受けられない

給付

あなたが守る

みんなの健康

~納税はお早めに~

【ア】 7 広報うえだ2.3.



ぽラ
普通タイヤに

はき替えましょう
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は
か

ク
た

イ
な

パ
あ

ス信
⑨

川

n
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川
公hu岡

三
月
一
日
か
ら
県
下
一
斉
の
ス
パ
…
許

イ
ク
タ
イ
ヤ
早
期
は
き
か
え
キ
ャ
ン
仙
暦

ぺ
|
ン

が

始

ま

り

ま

し

た

。

明

こ
の
冬
、
市
内
で
の
ス
パ
イ
ク
タ
川

イ
ヤ
装
着
率
は
最
高
で
三
九
%
と
着
伽

実
に
脱
ス
パ
イ
ク
が
前
進
し
て
い
ま
叫

す
。
し
か
し、

粉
じ
ん
の
発
生
や
道
川

路
の
白
線
の
削
り
と
り
な
ど
、
被
害
仰

は
依
然
と
し
て
深
刻
で
す
。
上
田
市
川

は
雪
が
少
な
い
地
域
で
す
。
一
日
も
川

早
く
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
は
ず
し
ま
川

1
)
よ
、っ。

だ

れ

で

も

で

き

ま

す

お

…

。

ピ

ン

抜

き

市

川

一

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
ピ
ン
を
抜
く
川
月

と
普
通
タ
イ
ヤ
と
し
て
使
用
で
き
ま
…
は

す
。
だ
れ
で
も
簡
単
に
使
え
る
ピ
ン
叩
表

抜
き
機
を
無
料
で
お
貸
し
し
て
い
ま
…
程

す

。

ぜ

ひ

ご

利

用

く

だ

さ

い

。

即

日

・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内
叩
因

子
i
3
8
9
)

…

恐

一

吉

田

一
公
民
館
前

一一歩

「一一一一一一一

公川
民
館
前西

一一歩

「一一一一一一ー

岡
公
民
館
目リ

一一歩

間

一

藤

ノ

木

一
自
治
会
館
付
近

場・時

ー一歩

一

仁

吉

田

一
公
民
館
前

一一歩

十車

「一一一一一一

公入
民
館
前組

一一歩

時主

一

上

室

賀

一
公
民
館
前

「一一一一一「

公ひ

民ザ
館か
前丘|→一ー予

一

日

向

一
公
民
館
前

3:50 

4:20 

一

3: 10 

3:40 
L一一一一一一」 し一一一一一一一

「一一一一ーー

東
築
地
み
ど
り

橋
南
側
駐
車
場

2:35 

3:05 

2: 00 

2:30 
L一一一一一一一一一一一一ー

「一一一一一

自)11
:.J.. 
，口 γ3

..o..l!:!. 
3玉

館町
目リ

1: 30 

1: 55 

「一一一一一

セ川
ン辺
タ町
l児
前童|→

10: 55 

11: 15 

「一一一一一

集千
会曲

弓
前地|→

10:30 

10:50 
し一一一一一一一

「一一一一一

住雇緑

主用 が

革促丘
場進北|→

10:00 

10:20 

一一五軒

9:30 

9:50 

一戸時註前

。
こ
』
が
や
っ
マ
来
ま
す
ノ

一一歩一一沙一一歩

【8)7 

3:40 

4: 15 

広報うえだ2.3.

図
書
館
か
ら
遠
い
か
た
の
た
め
に
、

「
や
ま
び
-
}
」
が
巡
回
し
て
い
ま
す
。

近
所
誘
い
合
っ
て
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

「一一一一一一「

横男IJ

駐所
将

車軍
ト→l場塚

3: 15 

3:45 
L一一一一一一ーーーーー

「一一一一一一

手
塚
公
民
館
目リ

2:40 

3: 10 

「一一一一一一一一

千育塩

川 園田
駐中
車西央
場 側 保 l→

2:05 

2:35 

「一一一一一

五

加
公
民
館
前

1: 30 

2:00 
」一一一一一ーー

10 : 55 

11 : 25 
」一一一一一一一一ーーーーー一一一一一

「一一一一一一一

福
田
公
民
館
前

10:20 

10: 50 
L一一一一一一一一一一一一一
「一一一一一一一

保
里子
公
民
館
前

9:20 

10: 10 
L一一一一一一一一一一一一一

「一一一一一「
声同

"F 

海
団
地
内

3: 1 0 

3:45 

「一一一一一一

下
之
条
集
ioJ 
場

2:35 

3:00 

「一一一一一一一

団月
地見

が
内丘

一一券

1: 30 

1: 50 

一一歩

11: 10 

11: 40 
L一一一一一一一

「ー一一一一一一

公神
民科
館山
前口

一一歩

一

秋

和

長

野

一
計
器
南
門
口

一一歩

M
i
m
-
-
μ

許制

一一歩

9:30 

10: 00 
」ー一一一ー一一一一一一一ー
「ー一一一一一一ーーー

下

塩

尻

公
民
館
前

3:30 

4: 00 
」一一ー一一一一

下 I I 上
銀s I I再野
イ¥. 1 -~-h~ 

長| げ宮孟
館 1-liiiJ
品

目リ

一一歩一一歩

1: 30 

2:00 
」一一一一一__J L一一一一一一_J L一一一一一一一

公大| 川亭f矛 |赤

民 αI I ~塾 I I平氏久 II黒勢 II ~史
館 州 市 山 II i 
前 → 川丘 →|館

前

2:50 

3:20 

2:05 

2: 40 

一診一~一一歩

11: 15 

11: 35 
」一一一一一一一

「一一一一一一ー

イ乍神

業科

所新

ー~

10:40 

11: 00 
L 一一一一一一

「ー一一ーーーー

森
公
民
館
前

9: 55 

10: 30 
」一一一一一一一一一-

一

桜

台

一
集
会
所
付
近

ー-l・

9:20 

9:50 
L一一一一一一

「一一一一一一一ー

集梅
バι

手が

柑丘|→

近 一歩一-l・一一歩前屋 1→ー一歩一一歩

3:35 

4: 10 
」ーーーー一一一一一一一-

「一一一一一一一一一一一一一

石
神
公
民
館
前

3: 00 

3:25 

2:25 

2: 50 

1: 50 

2: 15 

一

奈

良

尾

一

公

民

館

前

1: 20 

1: 40 
し一一一一一一」 し一一一一一一_j L一一一一一一一

桜公下

回 II民之

十 川郷
車|一|別

場

11: 15 

11: 40 

10:45 

11: 05 

「一一一一一一

大大
石
橋
付屋
近

10:00 

10:35 

一一軒目場

9:30 

9: 50 
L一一一一一一一一一一ーーー

神
川
ス
タ
ー

商
会
駐
車
場

「一一一一ーー

」一一一一一一一一ーーーーー

ー-l砂
前寺

」一一一一一一一一一一一『ー

3:05 

3:30 

一一歩

2:35 

3:00 
」一一一ーーーーーーーー-

一一歩

2:00 

2:25 
」ーーーーーーーーーー

1: 30 

1: 50 
」一一一一一一一ーーーー

ー-l砂

10: 55 

11: 25 
L一一一一ーー一一一一ー

一一歩

10: 05 

10: 45 
」一一一一一

一一歩

9:30 

9: 55 
」ーーー一一ーーーーー
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「やまびこ」

巡 回 白

4/4@ ・4/25@

5/23@ ・6/13@

7/4@ ・ 7/25@

8/22@ ・9/12@

痛
み
シ
リ
ー
ズ

コ
ー

曳

② 

胸
の
痛
み
に
多
い

「
心
臓
病
」

胸
に
は
山
臓
や
肺
な
ど
の
大
切
な

器
管
が
あ
り
ま
す
。
胸
の
痛
み
と
な

る
と
、
生
命
に
直
接
関
係
の
あ
る
山

臓
病
で
は
怠
い
か
と
、
と
て
も
不
安

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
巳
は
、

胸
の
痛
み
に
も
い
ろ
い
ろ
な
原
因
ガ

考
え
ら
れ
、
必
ず
し
も
山
臓
病
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
今
回
は、

胸
の
痛
み

の
代
表
的
な
も
の
と
レ
て、

山
臓
病

と
関
係
の
あ
る
狭
山
症
と
山
筋
こ
う

そ
く
巳
つ
い
て
、
で
す
。

胸
の
痛
み
の
病
気

胸
の
痛
み
を
起
句
』
す
病
気
に
は
、

次
の
よ
う
な
病
気
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

マ
食
道
内
病
以
|
|
食
後
な
ど
に
起

こ
る
食
道
炎
な
ど
。

4/6@ ・4/27⑧

5 /25@ ' 6/15@ 

7/6@ ' 7/27⑧ 

8/24@ ・9/14@

4/1I@' 5/9@ 

5/30⑧ ・6/20@

2 

3 

マ
胸
畿
の
病
気
1
|
ろ
っ
倒
神
経
痛
、

筋
肉
捕
、
批
m
状
ほ
う
し
ん
な
ど
.

マ
大
動
脈
の
病
気
|
|
解
縦
性
大
動

脈
リ
ゅ
う
な
ど
。

マ
仰
の
病
気

i
l肺
炎
、
気
管
支
炎
、

附
こ
う
そ
く
、
胸
膜
炎
、
自
然
気
胸

な
ど
。

門

v
心
臓
の
病
H
A
l
l狭
心
症
、
心
筋

こ
う
そ
く
、
心
筋
炎
な
ど
。

マ
上
腹
部
の
病
気
|
|
意
外
に
胞
.h

症
、
急
性
す
い
炎
、
胞
の
ヲ
炎
、
四

か
い
よ
う
、
十
二
指
腸
か
い
よ
う
な

ど
が
考
、
え
ら
れ
ま
す
。

狭
心
症
と
心
筋
申
}
う
そ
く

狭
心
訟
や
心
筋
こ
う
そ
く
は
、
心

臓
を
益
っ
て
い
る
冠
状
動
脈
の
病
気
。

冠
状
動
脈
の
内
経
が
秋
く
な
る
と
、

当
然
、
血
液
が
流
れ
に
く
く
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
心
臓
の
筋
肉
が
栄

養
不
足
と
な
り
、
痛
み
を
覚
え
ま
す
。

7/11@ ・8ハ@

4 

4/18@ ・5/16@

8/29@ ・9/19@

4/13@ ・5/11@

6/1@ ・6/22⑧

7/13@ ・8/3@

8/30@ ・9/21@

』
」
れ
が
秋
心
疲
で
す
。

心
筋
こ
う
そ
く
は
、
鉄
く
な
っ
た

冠
状
動
脈
の
一
部
が
突
然
胤
の
悶
ま

り
に
よ
っ
て
ふ
さ
が
れ
、
血
の
流
れ

が
停
止
し
て
し
ま
う
病
気
で
す
.
そ

し
て
、
血
の
臨
ま
り
で
止
ま
っ
た
部

分
か
ら
下
流
の
ほ
う
で
は
、
栄
養
や

殿
様
が
送
ら
れ
な
く
な
り
、
心
臓
の

筋
肉
が
働
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ

け
で
す
。
す
る
と
、
猿
烈
な
痛
み
が

走
り
ま
す
。

「
象
の
足
で
際
み
に
じ

ら
れ
る
よ
う
な
摘
み
」
と
い
う
表
現

で
よ
く
言
い
表
わ
さ
れ
ま
す
。

で
は
な
ぜ
、
冠
状
動
脈
が
狭
く
な

っ
た
り
、
ふ
さ
が
っ
た
り
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。
間
服
凶
の

一
つ
は
動
脈
硬

化
。
水
道
管
に
水
あ
か
や
ご
み
が
た

ま
っ
て
氷
の
流
れ
が
怒
く
な
る
よ
う

に、

血
管
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど

が
た
ま
っ
て
動
脈
硬
化
が
起
こ
る
と
、

血
液
が
流
れ
に
く
く
な
っ
て
し
ま
う

わ
け
で
す
。

6/6@ ・6/27@

6 

4/20⑧ ・5/18@

6/8@ ・6/29@

7/20@ ・8/10⑥

9/7@ ・9/28@

7ハ8@ ・8/8@

9/5@・9/26@

5 

心
臓
病
の
危
険
因
子

①
高
血
圧
依
|
|
凪
圧
が
い
つ
も

高
い

②
高
崎
鼠
症

i
lコ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

や
中
性
脂
肪
が
多
い

③
喫
煙
|
|
た
く
さ
ん
た
ぱ
、」
を
吸

う
(
へ
ピ
ー
ス
モ
|
カ
!
}

@
肥
満
、
糖
尿
病

⑤
ス
ト
レ
ス
、
過
労

@
遺
伝

こ
れ
ら
危
険
悶
子
を
い
く
つ
も
持

ち
合
わ
せ
、

胸
に
摘
み
が
起
き
た
場

合
は
、

心
臓
病
を
予
想
し
て
阜
〈
医

師
に
診
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
医
師
に
「
ど
こ
が
ど
の

よ
う
に
痛
い
の
か
、
痛
み
は
ど
の
く

ら
い
続
い
て
い
る
の
か
、
発
作
は
ど

ん
な
と
き
に
起
き
る
の
か
」
を
慾
理

し
て
伝
え
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ

保
健
予
防
課
(
内

線

1
3
7
6
)
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i~島問テクノボ・リスt河忽!の q t.j，~となゐ r J'. L日リ

サーチハーク」のJIJJ也j立成J:'1).の起 L.t¥:;が 2

月8日、 l'之側めJ:lU也て'-Hわれました n ，Jj、

県 .:U也1m 発公tI.、 I也 Jじめ I~I イiid'i・ 4・ど約70人が

H:¥J.Y，'， リサーチ，、 タ{主、 先立街銭外fJl従業ーを中

心とした工業i有地、 ，，'1:{~i州究機l畑、 J，': i主勾境

などを ~i砲し.併せてまらづ〈りも行うとい

う総合E十I'fil.

よ宣成J::J"'I~1ま 18 1.怠 5 r')j円て， IflI#tli56. 7 

同県公工業I-JIJ也ではJa人胤股となリ、米正F

9 fJ米に.ili~.L'FIJ;完成する F定です すて

に、 51)(l~líが内定していま ・九

重さ20k<t，1 

つり編に巨大ゴイ
このほど、市内 1:均!の下1111川i'IJ川悦のへら..i:な

耳jつり織で、 l-i大なコイが111l~えられましたω コ

イl主体長80cm、IT(さ20kgらあり、 ，1'に前つり.l;Mの

主、、。税夜、つり幼lでは上砂を取り除くためのしゅ

んせつ工事が行われておリ、ょの r:'I~J凡場で香山
総さん(岩門、 49必)が-t，fiらえたもの.作山さん

は水槽で飼っているむのめ、ど」二かのi血令どに比

してあげたいとぶしていまず.

上田市長選挙

上田市議会議員補欠選挙

披寮日iま3月18日但)
手れし、移選挙マ住みよし‘上回

広緩うええず2.3. 1 (10) 



夢の持てる新関合

Ilj内川;uIUTい拙放していた川il1似"(11刈の

t41μ< 2 I J 15 け に行わtしょした。新 I~ll合
は欽 1'1'ブロック i込りの~-:出 ill て、4.ß策凶l似

，;1: 854 "I~ )j (;あリ、総工nLt1 I怠5.600]]14. 

外観は却さしい色で包み、トンガリ申llfの

時111・ftのほか rI当官姫と 7人の小人J の現

l柄、 '''Htに小人と向型a医の人形を抱くなど、

i司児たむが夢を符てるよう配l也さilていま

す. I米"(1訟は 6 つあリ、 3~誌米i絢犯の札児

活U..:(i!~U農 IJJを 4求朋しています.

式にl卓、 iJd'filiL毛をはじめtliや j也Jしl民j係

;(..約40人が11¥I.?:.年11:児が{'i"'袋と f刊1/'，{!主党
訴するなどしてi析i割合的完成を悦いました.

(上=完成した締i割合、 下層U)Jるい{犠打宅

で泌ら\~.-r銅 l必た ιら)

川辺保育園が完成

@⑧に注意ノ

イl?lllストープ

マ
結
泊
す
る
時
は
W
A
を
消
し
て
。

マ
力
|
テ
ン
の
近
く
で
使
っ
た
り
、

ス
ト
ー
ブ
上
邸
で
洗
た
く
物
を
平

さ
な
い
。

マ
泊
タ
ン
ク
の
ふ
だ
は
完
全
に
締
め

て
お
き
、
溜
も
れ
の
な
い
よ
う
巳
。

争
相
傍
品
w
砧
wm
ザ品
w
A
V
u
仲品

hee骨
品
為
品
w

4担P
神科小で開催の

めん羊市場(昭和31年)

且
企
昭
和
幻
年
の
め
ん
羊
市
渇
で
神
科
小

校
庭
に
ズ
ラ
リ
勢
ぞ
ろ
い
し
た
子
学

‘

一
一娘
一
万
円
以
上
の
取
り
引
き
も

お髭

大矢療穫さん
(69.食・大久保)

民
い
予
が

四
国
ゃ
ん
州
か
ら
も

紳
料
地
ば
の
州
M-Xに
ド
ト
、
械
的
か

ら
昭
和
一
ニ
卜
年
代
に
か
け
て
、
め
ん

山
中
が
た
く
さ
ん
削
わ
れ
て
い
ま
し
た
@

材
に
、
附
和
二
十
年
代
が
金
山
崎
で
‘

ど
・
』
の
内
川
家
に

eu--ニ
叫
は
い
ま

し

た

神

利
で
へ
い
計
六
行
l
じ
行
副

は
ど
制
わ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
-

U
は
色
合
刈
ゐ
シ
ー
ズ
ン
.
め
ん

ゆ
宇
の
毛
は
高
値
で
売
れ
、
当
時
の
お

金
で
一
説
一
万
数
千
四
に
も
な
り
ま

し
た
.
容
は
現
金
収
入
の
な
い
時
期

で
し
た
か
ら
政
取
な
刷
収
入
で
し
た
・

前
仰
は
ま
た
、
出
産
の
シ
ー
ズ
ン
.

子
中
は
、
め
ん
止
中
山
崎
で
宛
ら
れ
ま

し
た
が
、
『
神
川
刊
の
め
ん
本
』
と
い
え

ば
品
質
が
良
い
の
で
省
乙
で
し
た
.

市
場
は
、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
三
十

五
年
ご
ろ
ま
で
‘
毎
年
七
月
に
神
科

小
学
校
で
間
川
川
さ
れ
、
近

αか
ら
放

行
油
の
rチ
ネ
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た

買
い
手
J
U
、
愛
知
や
問
問
、
九
州
か
ら

む
米
ヂ
も
か
な
か
山
被
況
で
し
た
よ

-
ニ
紋
の
写
真
は
、
川
上
貞
雄
さ
ん

(染
屋
)
の
鑓
供
で
す
。

7 広緩うえだ2.3.-E-a 
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ド

市
役
所
の
代
表
電
鼠

r
(n
)
4
1
0
0

市
県
民
税
・
所
得
税

申
告
は
お
済
み
で
す
か

3
月
日
目
ま
で
で
す

市
川州
民
税

・
所
得
税
の
織
定
小
山H

の
相
似
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
が
.

申
告
は
わ
ね
済
み
で
す
か
.
期
限
は
三

月
十
五
臼
附
ま
で
で
す
.

例
年
、
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
、
窓
円
が
大
変
泌
総
し
て
長
時

f
l
l
a
 

今
年
か
ら
申
告
会
織
が
市
民
会
鈴
に

間
お
待
ち
い
た
だ
く
う
え
、
政
情
ち
消

い
て
相
談
で
き
な
い
こ
と
ら
あ
り
ま

す
.
。γ
め
に
山
e
h
け
を
済
ま
せ
て
く
と

き
いな

お
、
巾
行
会
場
は
、
本
年
か
ら

上
国
市
民
会
館
(上
削
減
跡
公
制
内
)

に
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
お
間
違
え

の
な
い
よ
う
ご
波
怠
く
だ
さ
い

-
問
い
合
わ
せ
よ
関
市
民
会
館
市
中

山
行
会
場

・
8
@

4
1
0
0

{=
一行
十

・
ム
ロ
ま
で
)

市
の
体
育
施
設

使
用
申
し
込
み

3
月
刊
白
か
ら
受
付

平
成
二
年
度
、
ト
仰
の
体
育
Mm設
の

山
民
間
申
し
込
み
は
、

一四一
川
ト
五
日
か

ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
.

マ
と
き
三
月
十
五
日
附
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
(
先
悲
願
)
マ
と
こ

ろ

体
育
深
(本
庁
合
四
階
)

I
I
Il
1
1
1
1
本

l
lI
l
l
i
-
-

た
だ
し
、
次
の
地
設
は
申
し
込
み

制
限
が
あ
リ
ま
す
.

①
市
・
県
営
球
帽
咽
閥
i
へ
け
ま

で
の
三
か
月
分
を
長
け
付
け
ま
す
白

七
月
以
降
は
、
二
か
月
前
か
ら
申
し

込
み
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
市
営
ナ

イ
タ
ー
使
間
は
.
一
チ

l
ム
三
制
ま

で
で
「
唱

②
河
川
数
グ
ラ
ウ
ン
ド

似
川
日

の
一
か
月
前
か
ら
の
申
し
込
み
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
大
会
な
ど
で
使

用
す
る
場
合
は
‘
前
も
っ
て
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
・

年
一
回
は
受
訟
を

一
一
般
健
康
診
査

子
宮
が
ん
検
診

圏
一
般
健
康
診
査

マ
対
象
四
十
歳
以
上
の
市
民

マ
受
惨
場
所
市
内
的
病
院
か
医
院

{卸小
川
泊
し
て
A
A
O
て
司
、
ま
す

)

マ

受
鯵
方
法
次
の
二
つ
か
ら
ど
ち
ら

か
を
選
ん
て
く
だ
さ
い
.
①
一
般
珍

資
を
受
け
{無
料
}、
医
師
が
必
裂
と

同
時
め
た
胤
場
合
に
締
法
診
伐
を
受
診
{吹

川

F
円
可
@

一
日
肢
体
同
伐
と
相
続
珍
伐

e
M時
に
受
診

{M
F円
)

園
子
宮
が
ん
検
診

チ
{
自
体
か
ん
検
診
は
、
子
宮
顕
が

ん
検
診
の
と
き
に
、
医
師
が
必
要
と

認
め
た
人
が
受
け
・
句
れ
ま
す
。

マ
対
象

三
十
段
以
上
の
ん
民
性
(市

民
)

マ
個
人
借
用
姐
子
日
制
が
ん

の
み

f
円
、
子
氏
顕
が
ん
と
子
山
凶
体

が
ん
で

F
じ
行
川
な
お
.
次
の
か
一

た
は
燃
料
。
①
七
ト
段
以
L
」
何
人
②
一

生
活
保
線
、
市
民
鋭
非
謀
総
世
術
の
一

人

{燃
料
受
鈴
券
を
発
行
し
ま
す
の
一

で、
M
V
仰
に
似
総

F
防
認

へ
泌
絡
会
ニ

・
問
い
合
わ
せ
似
蝕
4
1
防
撚

(山門
一

線

1
3
7
4
}

一

必駐
一

、
え
心
身
J
J
〈
臨
刷
‘
J
f
'
d

、

-

ω
3
h之
、
一

三
三

J
7
3

一

圃
重

度

身

障

者

の

皆

さ

ん

へ

二

圃
住
宅
整
備
に

二

圃
補
助
制
度
ガ
あ
り
ま
す
ニ

マ
対
象
者
呪
成
の
悦
党
・
肢
体
一

内
山
剛
弁
打

て

1

一級
の
身
体
隙
山
一

希
子
般
を
所
持
し
て
い
る
人
)
で
、
一

低
所
得
世
紳
士
平
成
応
昨
年
分
の
所
得
一

税
の
合
計
舗
が
ト
万
円
未
満
の
世
僻
こ

の
か
た

マ
繍
劫
内
容

平
成
二
年
一

度
の
秋
以
怖
に
日
常
生
活
機
能
の
向
一

上
の
た
め
に
比
定

(
ふ
ろ
、
制
限
品
川
.
一

川
訟
な
ど
}
め
鍛
仙
川

・
改
善
を
す
る
一

一
一
樹
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

人
に
、
工
予
伐
の
四
分
の
三
(
日
以
尚
一

三
ト
七
万
五
千
問
)
以
内
の
補
助
制
-

皮
が
巡
用
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
.

一

マ
申
込
期
限
四
月
ト
ニ一
日
憎
ま
で
一

い
似
制
ぷ

{
内
線
1
6
0
3
}
ま
で
一

ご

相

必

く

だ

さ

い

-

1121 

審
の
催
し

広報うえだ2.3.守

圏
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

1
春
の
星
物
語
i

マ
と
き
三
月

1
七
日

ω午
後
六

時
、
同
十
八
日
川
午
後

一
時
三
十
分

マ
と
二
ろ
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
宅

{
阿
附
}

マ
入
渇
料

三
行
問

マ
定
員
外
凶
行
て
ト
人

マ

対

象

小
学
生
以
上

(小
学
生
以
下
は
保

縫
者
同
伴
で
)

マ
申
し
込
み
泣

話
で
民
受
コ
ン
サ
ー
ト
係
へ

副
母
と
子
の
ふ
れ
あ
い
劇
場

『あ
か
ず
き
ん
」

マ
と
き

三
月一

一卜

一
日
榊
午
後

一
時
、
三
時
三
十
分
の
二
回
マ
と

こ
ろ
文
化
ホ
ー
ル
マ
入
場
料

フ
ァ
ミ
リ
ー
券
千
円
(
税
ι』
三
人
ま

で
}

マ
定
員
各
川
氏
訂
人
マ

曲
申
し
込
み
む
訴
で
ど
う
ぞ

マ
と
き
三
月
二
十
三
日
閥
、
ニ

ト
四
日

ω、
ニ
ト
瓦
口
刷
、
午
前
十

時
1
午
後
問
時
マ
と
こ
ろ

パ
ソ

コ
ン
教
復

(二
階
)

マ

対

象

小

学
校
附
年

t・か
ら
中
学
校
三
年
生
ま



計
量
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

マ
応
募
資
格
食
料
品
関
係
の
版

光
広
を
川
内
ん
で
い
な
い、

ま
た
は
ニ

れ
に
桃
わ

弓
て

い
な
い
市
内
の
稼
庇

の
山
婦
で
、
次
の
条
件
に
倣
中け
す
る

人
・
①
一川
聞
の
会
部
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